ヅ震ま f 一目 

いちいうて い ゆ ひらの や 

大正 十二 年 八月、 僕 は 一 游亭と 鎌 倉へ 行き、 平野 屋 

のきさき ふぢ だな 

別荘の 客と なった。 僕 等の 座敷の 軒先 はずつ と 藤棚に 

あ ひだ 

なって ゐる。 その 又 藤棚の 葉の 間に はちら ほら 紫の 

花が 見えた。 八月の 藤の 花 は 年代記 ものである。 それ 

こうか や へ 

ばかりで はない。 後架の 窓から 裏庭 を 見る と、 八重の 

やまぶき 

山吹 も 花 をつ けて ゐる。 

さ ひなた しゅもく づゑ 

山吹 を 指す や 日向の 撞木杖 一 游亭 



いはく 

(註に 曰、 一 游亭は 撞木杖 をつ いて ゐ る。) 

こまち *4 ん しゃう ぶ はす 

その上 又 珍ら しい こと は 小町 園の 庭の 池に 菖蒲 も 蓮 

きそ 

と 咲き 競って ゐる。 

ちす 

葉 を 枯れて 蓮 と 咲け る 花 あやめ 一 游亭 

藤、 山吹、 菖蒲と 数へ てく ると、 どうも これ は 唯 事 

ではない。 「自然」 に 発狂の 気味の あるの は 疑 ひ 難い 

事実で ある。 僕 は 爾来 人の 顔 さへ 見れば、 「天変地異 

が 起り さう だ」 と 云った。 しかし 誰も 真に 受けない。 

くめ まさを きくち くわん 

久米正 雄の 如き は にゃにゃしながら、 「菊 池 寛が 弱気 

てうろう 

になって ね」 などと 大いに 僕 を 嘲弄した ものである。 

僕 等の 東京に 帰った の は 八月 二十 五日で ある。 大地 



を まじめ 

ある。 「舟の 中に 居ります」 と 云 ふの は 真面目に 書い 

た 文句 かも 知れない。 しかし 哀れに も 風流で ある。 僕 

いちぎ やう しう ふう ほうかん 

はこの 一行の 中に 秋風の 舟 を 家と 頼んだ 封 巾 間の 姿 を 

髡髴 した。 江戸 作者の 写した 吉原は 永久に 還って は 来 

ないで あらう。 が、 兎に角 今日と 雖も、 かう 云 ふ貼リ 

しゃだつ ほうかん 

紙に 洒脱の 気 を 示した 封 E 間の ゐ たこと は 確かで ある。 

だい のち をく ぐ わい 

大地震の やっと 静まった 後、 屋外に 避難した 人人 

は 急に 人 懐し さ を 感じ 出したら しい。 向う 三 軒 両隣 を 



問 はず、 親し さう に 話し合ったり、 煙草 や 梨 をす すめ 

合った リ、 互に 子供の 守り をしたり する 景色 は、 

わたな ベ ちゃう たばた しんめい ちゃう ほ とん 

渡 辺 町、 田 端、 神明 町、 —— 殆ど 至る処に 見受けら 

れ たもので ある。 殊に 田 端の ポプラ ァ 倶楽部の 芝生に 

難 を 避けて ゐた 人人な ど は、 背景に ポプラ ァの 戦いで 

ゐ るせ ゐか、 ピクニックに 集まった のかと 思 ふ 位、 

如何にも 楽し さう に 打ち解けて ゐた。 

つと ゑが 

これ は 夙に クライストが 「地震」 の 中に 描いた 現象 

である。 いや、 クライスト 〔# 「クライスト」 は 底本で は 

「クイ ラスト 匕 は その上に 地震 後の 興奮が 静ま るが 早 

お しもし お もむ 

いか、 もう 一 度 平生の 恩怨が 徐 ろに 目 ざめ て 来る 恐 



ゑが クラブ しばふ 

しさ さへ 描いた。 すると ポプラ ァ 倶楽部 の 芝生に 難 を 

なんどき くちく 

避けて ゐた 人人 もい つ 何時 隣の 肺病 患者 を 駆逐しょう 

ふいち やう 

と 試みたり、 或は 又 向う の 奥さんの 私行 を 吹聴して 

歩かう とする かも 知れない。 それ は 僕で も 心得て ゐる _ 

ぉほぜ い わ 

しかし 大勢の 人人の 中に いつにない 親し さの 湧いて ゐ 

と かく 

るの は 兎に角 美しい 景色だった。 僕 は 永久に あの 記憶 

だけ は 大事に して 置きたい と 思って ゐる。 

ご たぶん も しがい たくさん 

僕 も 今度 は 御多分に 洩れず、 焼死した 死骸 を 沢山 見 



僕 は 善良なる 巿民 である。 しかし 僕の 所見に よれば、 

きくち くわん 

菊 池 寛 は y J の 資格 に 乏しい。 

かいげんれい し のち く は 

戒厳令の 布 かれた 後、 僕は卷 煙草 を啣 へた まま、 菊 

もっと 

池と 雑談 を 交換して ゐた。 尤も 雑談と は 云 ふ ものの、 

地震 以外の 話の 出た 訣 ではない。 その内に 僕 は 大火の 

原因 は 〇〇〇〇〇〇〇〇 さう だと 云った。 すると 菊 池 

まゆ うそ いっかつ 

は 眉 を 挙げながら、 「譃 だよ、 君」 と 一 喝 した。 僕 は 勿 

論 さう 云 はれて 見れば、 「ぢ ゃ譃 だら う」 と 云 ふ 外 はな 

かった。 しかし 次 手に もう 一度、 何でも 〇〇〇〇 はボ 

ルシェ ヴィッキの 手先 ださう だと 云った。 菊 池 は 今度 

は 眉 を 挙げる と、 「譃 さ、 君、 そんな こと は」 と 叱りつ 



けた。 僕 は 又 「へええ、 それ も譃 か」 と 忽ち 自説 (？) 

てつく わい 

を 撤回 〔# ルビの 「てつく わい」 は 底本で は 「てつく わ 匕 

した。 

再び 僕の 所見に よれば、 善良なる 巿 民と 云 ふ もの は 

ボルシェ ヴィッキと 〇〇〇〇 との 陰謀の 存在 を 信ずる 

ものである。 もし 万 一 信じられぬ 場合 は、 少く とも 信 

よそ ほ 

じて ゐる らしい 顔つき を 装 はねば ならぬ ものである。 

やばん 

けれども 野蛮なる 菊 池 寛 は 信じ も しなければ 信じる 

ま ね 

真似 もしない。 これ は 完全に 善良なる 巿 民の 資格 を 

はう き 

放棄した と 見るべき である。 善良なる 巿民 たると 同時 

じけいだん をし 

に 勇敢なる 自警団の 一 員た る 僕 は 菊 池の 為に まざる 



は 病室の 設備、 看護婦の 服装 等、 清楚 甚だ 愛すべき も 

の あり。 一 時間の 後、 再び タク シィを 駆りて 一 游亭を 

送り、 三時 ごろ やっと 田 端へ 帰る。 

八月 一 一十 九日 

暑気 甚 し。 再び 鎌 倉に 遊ばん かな どと も 思 ふ。 

はくぼ を 力 A 

薄暮よ り 悪寒。 検温器 を 用 ふれば 八 度 六 分の 熱 あり。 

しも じ ま らいしん を ぱ 

下 島 先生の 来診 を 乞 ふ。 流行性感冒の よし。 母、 伯母、 

妻、 児 等、 皆 多少 風邪の気 味 ぁリ。 

八月 三十 一 日。 

病 聊か 快 きを 覚ゅ。 床上 「澀 江抽 斎」 を 読む。 嘗 

いもが ゆ さう ほ とん 

て 小説 「芋 粥」 を艸 せし 時、 「殆ど 全く」 なる 語 を 用 



きを 得たり。 胆勇、 僕な どの 及ぶ ところに あらず。 夫 

しぶ えちう さい 

人 は 澀江抽 斎の 夫人い ほ 女の 生れ 変り か 何 かなるべし _ 

九月 二日。 

ハま お ま くわ、， じし お 

東京の 天、 未だ 煙に 蔽 はれ、 灰燼 の 時に 庭前に 墜っ 

ゑんげ つ だう うし ごめ しばとう 

る を 見る。 円 月 堂に 請 ひ、 牛 込、 芝 等の 親戚 を 見舞 は 

しむ。 東京 全滅の 報 あり。 又 横 浜 並びに 湘南 地方 全 

とど しき 

滅の報 あり。 鎌 倉に 止まれる 知友 を 思 ひ、 心 頻りに 安 

からず。 薄暮 円 月 堂の 帰り 報ずる を 聞けば、 牛 込 は 無 

せう ど あね 

事、 芝、 焦土と 化せり と 云 ふ。 姉の 家、 弟の 家、 共に 

全焼し 去れるな らん。 彼等の 生死 だに 明らか ならざる 

を 憂 ふ。 



だい だい ひこの ぐち あ 

すると 大地震の あった 翌日、 大彦の 野 口 君に 遇った 

時で ある。 僕 は 一本の サイ ダァを 中に、 野 口 君と いろ 

いろ 話 をした。 一 本の サイ ダァを 中に などと 云 ふと、 

或は 気楽 さう に 聞え るか も 知れない。 しかし 東京の 大 

火の 煙 は 田 端の 空 さへ 濁らせて ゐる。 野 口 君 もけ ふ は 

げんろくそで しゃ なん 

元禄袖の 紗の 羽織な ど は 着用して ゐ ない。 何だか 火事 

づきん うん リ ゆう さし こ いでた 

頭巾の 如き ものに 雲 龍 の 刺つ 子と 云 ふ 出立ち である。 

ついで ぞくぞく りさいみん 

僕 は その 時 話の 次 手に もう 続続 罹災民 は 東京 を 去 つ て 

ゐ ると 云 ふ 話 をした。 

くに もの 

「そり や あなた、 お 国 者 は みんな 帰って しま ふでせ う _ 

—— 」 



かとう たけを とむら あ ふ 

加 藤武雄 様。 東京 を 弔 ふの 文 を 作れと 云 ふ 仰せ は 

正に 拝承し ました。 又お ひきうけし たこと も 事実で あ 

そ う fj う 

ります。 しかしい ざ 書かう となると、 匆忙の 際で も あ 

ごめん 

リ、 どうも 気乗りが しません から、 この 手紙で 御免 を 

かう む 

蒙りたい と 思 ひます。 

応仁の乱 か 何 かに 遇った 人の 歌に、 「汝も 知る や 都 

ゆ ふ ひば リ あが 

は 野べ の 夕 雲雀 楊る を 見ても 落つ る 涙 は」 と 云 ふの が 

まる ラち 

あります。 丸の 内の 焼け跡 を 歩いた 時には ざっと ああ 

み づ き き やうた ぎん ざ 

云 ふ 気がしました。 水木 京 太 氏な ど は 銀座 を 通る と、 

ぼろぼろ 涙が 出た さう であります。 (尤も 全然 セン テ 



ことわ 

ィ メンタルな 気 もちな しにと 云 ふ 断 リ 書が あるので 

すが) けれども 僕 は 「落つ る 涙 は」 と 云 ふ 気がした き 

り、 実際 は 涙 を 落さずに すみました。 その外 不謹慎の 

言葉 かも 知れません が、 ちょいと もの 珍しかった こと 

も 事実であります。 

「落つ る 涙 は」 と 云 ふ 気の したの は、 勿論 こんなにな 

らぬ 前の 東京 を 思 ひ 出した 為であります。 しかし 大ぃ 

に 東京 を 惜しんだ と 云 ふ訣ぢ やありません。 僕 はこん 

なになら ぬ 前の 東京に 余リ 愛惜 を 持たずに ゐ ました。 

と そくだん 

と 云っても 僕 を 江戸 趣味の 徒と 速断して はいけ ません、 

僕 は 知り もせぬ 江戸の 昔に 掛 t 依 恋恋と する 為に は 余り 



よしきち リがぃ 

吉吉だ とかい ふ のが 焼けた から その 方の 罹 害 も 多 い に 

と かく 

ちが ひない。 個人の 蔵書 は 兎も角も 大学 図書館の 蔵書 

の 焼かれた こと は 何ん といっても 大学の 手落ちで ある。 

図書館 の 位置が 火災の 原因に なりやすい 医科大学の 薬 

よろし 

品の あると ころと 接近して ゐ るの も 宜 敷くない。 休日 

などに は 図書館に 小 使 位し か 居な いのも 宜しくない、 

(その為め に 今度の やうな 火災に もどう いふ 本が 貴重 

かが わからず、 従って 貴重な 本 を 出す こと も 出来な か 

つたら しい。) 書庫 そのものの 構造の ゾ ンザィ なの も 

よろし 

宜 敷くない。 それよりも もっと 突き詰め たこと をい へ 

かう かく つか ふくこく 

ば 、 大学が 古書 を 高閣 に 束ねる ばかりで 古書 の 覆刻 を 



よろし い たづ 

盛んにし なかった のも宜 敷くない。 徒らに 材料 を 他 

つ ひ ういう 

に 示す こと を 借んで 竟に その 材料 を 烏有に帰せ しめた 

つづみ お ほの しゃちく 

学者の 罪 は 鼓 を 鳴らして 攻 むべき である。 大野 洒竹 

しゃちく う だ 

の 一 生の 苦心に 成った 洒竹 文庫の 焼け失せた 丈け でも 

はっく けんやな ぎ しらう 

残念で 堪ら ぬ。 「八 九 間 雨 柳」 とい ふ 士朗の 編んだ 俳 

か つ みね しんぷう 

書な ど は 勝 峯晉風 氏の 文庫と 天下に 二 冊し かなかった 

やうに 記憶して ゐ るが、 それ も 今 は 一冊に なって しま 

つた 訣だ。 

(大正 十二 年 九月) 
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